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心
身
障
害
者
扶
助
料
は
住
民
税
非
課
税

の
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者
へ
等
級

に
応
じ
て
月
額
４
０
０
０
円
～
２
０
０
０

円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
事
業
は
１
９
７

１
年
か
ら
始
ま
り
、
目
的
は
「
社
会
保
障

の
理
念
に
基
づ
き
心
身
に
障
害
の
あ
る
市

民
に
扶
助
料
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
」
（
心
身
障
害

者
扶
助
料
支
給
条
例
第
１
条
）
で
す
。

３
月
議
会
に
提
案
さ
れ
た
心
身
障
害
者

扶
助
料
改
定
条
例
は
国
・
県
の
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
へ
市
独
自
の
扶
助
料
の
支

給
を
中
止
（
併
給
中
止
）
す
る
も
の
。
具

体
的
に
は
、
特
別

障
害
者
・
児
手
当
、

障
害
児
福
祉
手
当
、

在
宅
重
度
障
害
者

手
当
で
、
い
ず
れ

も
非
課
税
の
身
体

障
害
１
級
や
Ｉ
Ｑ

が
35
以
下
の
重
度

障
が
い
児
・
者
で

す
。
市
は
本
会
議

質
疑
で
支
給
中
止

の
対
象
と
な
る
人
数
を
４
１
８
人
（
上
表
）

と
答
弁
し
ま
し
た
。

今
回
の
制
限
導
入
の
理
由
を
日
本
共
産

党
の
質
問
に
担
当
部
長
は
「
現
在
は
多
種

多
様
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
制
度
導

入
時
の
現
金
給
付
の
役
割
は
終
わ
っ
た
」

と
答
弁
。
し
か
し
、
共
産
党
は
対
象
と
な

る
重
度
障
が
い
者
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

が
少
な
い
現
状
を
指
摘
。
担
当
部
長
は

「
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
め
た
」
と
答
弁
す

る
の
み
で
す
。
併
せ
て
、
「
障
害
者
扶
助

費
（
サ
ー
ビ
ス
提
供
等
に
か
か
る
費
用
）

が
毎
年
１
億
円
程
度
伸
び
、
財
政
の
負
担

が
重
く
な
っ
て
い
る
」
こ
と
も
理
由
と
し

ま
し
た
。

制
限
導
入
に
市
長
は
「
申
し
訳
な
い
気

持
ち
が
い
っ
ぱ
い
。
削
減
で
得
た
費
用
は

全
額
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
利
用
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

20
歳
未
満
の
在
宅
の

重
度
障
が
い
児
（
身
体

障
が
い
１
級
又
２
級
、

Ｉ
Ｑ
35
以
下
）
に
支
給

さ
れ
て
い
る
障
害
児
福

祉
手
当
と
の
併
給
も
中

止
と
し
て
い
ま
す
。
障

が
い
児
を
育
て
る
保
護

者
を
経
済
面
で
支
援
す

る
制
度
の
縮
小
も
大
問
題
で
す
。
日
本
共

産
党
は
反
対
討
論
で
問
題
点
を
厳
し
く
指

摘
、
撤
回
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

市
は
こ
れ
ま
で
「
コ
ス
ト
削
減
」
を
掲

げ
た
事
務
事
業
点
検
で
福
祉
事
業
を
縮
小
・

廃
止
し
て
き
ま
し
た
（
左
表
）
。
さ
ら
に
、

22
年
度
に
は
死
別
等
で
ひ
と
り
親
と
な
っ

た
人
に
支
給
す
る
遺
児
手
当
へ
の
所
得
制

限
導
入
の
検
討
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
な
る
福
祉
事
業
削
減
が
進
む
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
市
長
は
３
月
議
会
開
会
日

の
「
令
和
３
年
度
施
政
方
針
」
で
子
育
て

日
本
一
を
再
び
強
調
、
今
回
の
制
限
導
入

は
市
長
の
姿
勢

が
問
わ
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

知
立
市
は
重
度
障
が
い
者
へ
支
給
す
る
心
身
障
害
者
扶
助
料
（
手
当
）
の

支
給
対
象
者
を
21
年
８
月
支
給
分
か
ら
縮
小
す
る
方
針
で
す
。
こ
れ
は
、
国
・

県
の
特
別
障
害
者
手
当
等
を
受
給
し
て
い
る
人
へ
は
市
独
自
の
支
給
を
中
止

す
る
も
の
。
３
月
18
日
、
３
月
議
会
最
終
本
会
議
で
日
本
共
産
共
産
党
の
牛

野
北
斗
議
員
は
「
縮
小
条
例
」
に
反
対
、
扶
助
料
の
必
要
性
を
訴
え
、
撤
回

を
求
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
賛
成
多
数
で
縮
小
は
決
定
。
今
回
の
縮
小
は
市

の
事
務
事
業
点
検
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
も
難
病
患
者
見
舞
金
の
廃
止

な
ど
実
施
、
さ
ら
な
る
福
祉
事
業
の
縮
小
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

福
祉
切
り
捨
て
の
「
事
務
事
業
点
検
」
は
問
題

事
業
縮
小
の
撤
回
を
強
く
求
め
る
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とんでも

ない！
心身障害者扶助料に支給制限とは
｢削減額でサービス充実｣と言うが

国
・
県
手
当
と
の
併
給
は
不
可

市
独
自
の
扶
助
料
支
給
を
縮
小

｢

現
金
給
付
の
役
割
は
終
わ
っ

た
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
を｣

と
市

心身障害者扶助料の支給が中止

となる人の数（国・県手当の併給）

障がいの等級

（月額支給額）

人数

(3月現在)

身体障害１級

（4,000円）
190

身体障害２級

（4,000円）
118

身体障害３級

（3,000円）
２

療育Ａ IQ35以下

(4,000円)
106

療育Ｂ IQ50以下

(3,000円)
２

合 計 418

【中止による削減額】

21年度(8月以降分) 13,344,000 円

22年度 20,016,000 円

重
度
障
が
い
児

へ
も
制
限

事務事業点検で見直しとなった主な福祉事業

19年度 敬老祝い金の数え80歳支給の中止

20年度

特定疾患（難病患者）見舞金の廃止

３人乗り自転車の無料貸出しの廃止

住宅改善（バリアフリー）費補助事

業に所得に応じた負担割合導入

21年度

高齢者宅配給食サービスの対象者縮小

心身障害者扶助料の支給対象の縮小

国民健康保険会計への繰出金の縮小

※21年度は基金を活用

22年度
遺児手当支給対象者の所得制限を検討

※21年度中に検討委員会を設置

今
後
、
さ
ら
な
る
福
祉
事
業
の

削
減
が
懸
念
さ
れ
る


